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第 1 図 林業試験場浅川見本林内供試材生立位置

(1) 木材部加工科加工研究室 (2) 元加工科長・現東京農工大学教授・農学博士
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示日 名 [い-.1 学 名 |胸厚手|樹(m)高|樹 植
別

パ
〈
の

然
木

天
栽齢

|均一ωm 16.0 9.0 
ヤマザグ 2 16.7 8.0 35 天然林

3 15.0 9.0 

4 
I Abies firma 

12.0 6.5 
モ 、、、 5 12.7 7.0 59 " 

6 12.0 5.0 

7 10.5 5.0 
ヤマモ 、、、 ジ 8 Acer palmatum 10.3 6.0 31 11 

9 12.7 7.0 

10 11. 0 6.0 
ア フ カ シ 11 Que:γcus glauca 12.0 7.0 25 11 

12 12.5 9.0 

13 11. 5 8.0 
ア カ ン ア 14 Carρinus carpinoides 10.2 8.0 24 11 

15 10.0 8.0 

16 10. 7 9.0 
コ ナ フ 17 Quercus serrata 18.7 10.0 22 " 

18 11. 0 8.0 

19 1 し O 10.0 
ス タ

、ノ句. 、齢

イ 20 Shiia sieboldi 14.5 10.0 24 " 
21 14.5 10.0 

22 11. 8 13.0 
カ ブ てず ツ 23 Larix leρtolepis 13.0 13.0 30 植栽林

24 13.0 13.0 

25 14.2 8.0 
オニ グル 、、、 26 ]uglans sieboldiana 12.8 8.0 49 " 27 14.0 8.0 

28 15.3 16.0 
ホ オ / キ 29 Magnolia obovata 14.0 16.0 49 11 

30 14.0 15.0 

31 15.3 15.0 
ア カ てr ツ 32 Pinus densiflora 15.7 10.0 30 11 

33 16. 。 13.0 

34 
Conidiphyjalfρuom n 

12.0 13.0 
カ ツ フ 35 13.0 13.0 35 11 

36 lcum 
12.0 10.0 

37 14.5 14.0 
ケ ヤ キ 38 Zelkova seγγ'ata 14.2 12.0 49 11 

39 10.5 10.0 

供試材は林業試験場浅川実験林に生立した胸高直径約 10~16 cm, 樹高約 6~16m 程度の針葉樹3 樹

種，広葉樹 10 樹種で，伐木時期を初夏 5 月 31 日，中秋 9 月 15 日および冬の 2 月 27 日の 3 固に分けて伐

採し，長さ約 1m に玉切り，伐木後 1 週間以内に当場に運搬したものである。 これらの供試材の生立場

所は第 1 図に示すようであり，樹種名，胸高直径，樹高，樹齢その他は第 1 表に示される。またこれらの

供試材より， 長さ約 1m に玉切りした材について生材含水率，容積重および樹皮率を次の測定方法によ

り計課IJ した。
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(1) 生材合水率 u (%) 

各樹種の供試材について両端および中央部

より試験体を採取し，常法により合水率を求

めた。

(2) 容積重 G (kg/m3) 

各樹種の玉切りした材(材長 lcm) の中央 綱

吉[1の最大径と最小径を測定し，その平均値 d

(cm) からフーペル氏式 :uzfーが 1=

rl より材む1 v (m3) を求め， またその重量

ω(kg) を/!!IJ り ， w/v (=G) (kg/m3) とし

て容積重を求めた。

(3) 樹皮率 s (%) 

各供試材について皮っき幹材積を算出し樹

皮をふくまない幹材積との差を樹皮容積と

し，これが前者に対する百分率で樹皮率 E

(%)を求めた。

これらの供試材は栓積みし簡単な屋根でお

おって放置し，一定期間ごとに，材の重量，

トルク型樹皮付着抵抗試験器で樹皮付着力を

測定し，これを 1~2 年間継続した。これら

の供試材の一例を第 2 閃に，秘積状況を第 3

凶に示す。

試験結果と考察

1. 直径と重量の関係

一定長さの材の直径と重量の関係は容積重

を一定とすれば，重量 w (kg) は直径 d(cm)

の自乗に比例するはずである。この関係につ

いては古く山本町麻生2) の研究があり，

卸∞仰のI~J係において n はコナラで1. 9902, 

グヌギで1. 9762，アカマツで1. 8722 の数値

を得た。供試材について丸太の直径 d (cm) 

とその重量 ω(kg) の関係を両対数方眼に

プロットした例をあげると第 4 図に示される

ように，各樹穏ともに多少のばらつきはある

がおおむね両者の関係は直線的関係を満足す

る。したがって w=kd'" の実験式が適合す

上からヤマザグラ，カラマツ，ホオノキ

第 3 図供試材の櫨積状況
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第4 図供試樹種の直径と重量の関係

る。 n の値を求めると n= 1. 70~

1. 79 の範囲の樹種はスダジイ，

モミ，アカマツ，コナラ，カラマ

ツ，アカシデ，サグラ ， n=1.80 

~ 1. 89 の範囲のそれはアラカシ，

ホオノキ，カツラ ， n= 1. 90~

2.00はヤマモミジ，ケヤキ，オニ

グルミであって，その平均の値は

1. 82であった。

直径 d， 材長 J の材積を v， 重量

を軌容積重を G とすれば，

G=ω/v=kdn /( n:d21/4)=k' dn-2 

いま述ペたように平均値で n く 2

であるから，上式より容積重は直

径が小さくなるほど大になる傾向

のあることがわかる。

2. 生材の容積重

各樹種について{え採時期別に容

積重(生材の重量を中央直径より

計算した材積で除したi直)を示せ

ば第2 表のようである。この結果

から次のことが考察される。

(1) 供試材のうち，カラマツ，

オニグルミ，ホオノキ，カツラの

生材の容積重はほぼ 800~900kgf

m3 であり，他のアカマツ，モミ，

サクラ，ヤマモミジ，アラカシ，

アカシデ，コナラ，スダジイは

900 ~ 1, 100 kgfm3 の範囲であっ

て，気乾(絶乾)比重のように樹

種による差異は著しくない。

(2) 伐採時期7J IJの生材の容積重

は，個々の樹種についてみれば例

外もあるが，おおむね 5 月 31 日伐

採の材が最も大きく 9 月 15 日， 2 月 27日伐採の材はあまり差異がみられない。

(3) 各樹種とも直径が小になれば容積重は大となる傾向がみられ， ζの試験では各樹種は 1 本の丸太よ

り玉切ったものであるから 1 本の生立木についていえば，樹高の高い部分ほど容積重は大きい傾向を
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移f 種

ヤマザグラ

モ 、、、

ヤマモミジ

ア フ カ y 

ア カ シ ア

二ヱ ナ フ

ス ;t ジ イ

カ フ ーョr ツ

オニグルミ

ホ オ ノ キ

ア カ てr ツ

カ ツ ブ

ケ ヤ キ

平 均

示す。

3. 生材の含水率

第 2 表供試樹種の伐採時期別の平均合水率、

容積重および平均樹皮率

37・ 5. 31 伐木 I 37. 9 日木 I 38. 2. 27 伐木

UEG% 9kUg 101.4 Jm31071 
15.7 

M 154.3 
G 1161 
E 17.6 

u 79.8 
G 1040 
E 6. 7 

u 77.9 
G 1105 
E 10.9 

u 78. 1 
G 1098 
ε 6.5 

u 87.8 
G 1039 
ε 21. 8 

u 123.0 
G 1008 
E 12.5 

u 75.6 
G 915 
E 14.6 

u 117.9 
G 908 
E 23.0 

u 86.5 
G 745 
E 9.7 

u 144.3 
G 1023 
E 15.2 

u 123.2 
G 938 
E 12.2 

u 88.6 
G 1030 
E 8.9 

u 102.95 
G 1006 

83.3 
1124 

12.4 

146.5 
1019 

11. 8 

61. 9 
1043 

7.0 

66.3 
992 
11. 3 

72.7 
948 

6.7 

71. 6 
994 
29.9 

85.9 
965 

8.8 

79.8 
828 
16.7 

87.2 
877 
23.5 

89.1 
825 
10.2 

114.5 
1001 

7.2 

99.2 
883 
14.3 

59.5 
1084 

10.3 

85.9 
968 

97.9 
920 
11. 7 

111. 0 
1093 

15.2 

69.0 
930 

5.4 

70.7 
1190 

8.8 

82.0 
1108 

7.4 

74.1 
1167 
20.0 

105.5 
1120 

13.0 

74.6 
846 
17.9 

99.2 
800 
23.9 

108.0 
828 
14.3 

134.0 
951 

9.1 

110.9 
924 
12.5 

66.4 
946 

9.0 

89.1 
986 

平 均

94.2 
1038 

13.3 

137.3 
1091 

14.9 

70.2 
1004 

7.4 

71. 6 
1096 

10.3 

77.6 
1051 

6.9 

77.8 
1067 
23.9 

104.8 
1031 

11. 4 

76.7 
863 
16.4 

101.4 
862 
23.5 

84.5 
799 
11.4 

130.9 
992 
10.5 

111. 1 
915 
13.0 

71. 5 
1020 

9.4 

生材の含水率は生育期間の樹液流動の消長に関係のあることは常識的にも考えられることで，とくに小

径材の場合ζの傾向が明らかであると予想される。この試験結果(第 2 表)によれば，例外はあるが秋に
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( 9 月 15 日)伐採したものは含水率が最も低く，早春 (2 月 27 日)伐採のものはほぼこれと同程度，ま

たは約 10% 程度大であり，初夏( 5 月 31 日)に伐採したものが最も大きく秋伐採木より約 20%程度大

で，最も含水率が高いことがうかがわれる。また樹種別にみれば伐採時期ごとの平均含水率で 70~80%

を示した樹種はアカシデ，ヤマモミジ， アラカシ， コナラ， カラマツ， ケヤキで， 81 ~ 100 %はホオ
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ノキ，ヤマザタラ， 101 ~ 120 %はスダジイ，オニグルミ，カツラ， 130% 以上はモミであった。

4. 樹皮率

樹皮っき幹材積に対する樹皮量は，樹皮の厚さ，組織構造が樹種固有の性状をもつため樹種により異な

ることはいうまでもないが， いままでの試験研究1旭川によれば，同一樹種においては直径の大小tこより

樹皮率は異なり，直径小なるほど樹皮率は大となる傾向が明らかにされている。

各供試材の樹皮率は第 2 表に示される。

樹皮率について次のことが考察される。

(1) 小径丸太の樹皮率を樹種別にみると，供試材のうちではコナラ，オニグルミが約 24% で最大を示

し，カラマツが約 16% でこれに次ぎ， 10~15% の範囲のものはヤマザグラ， そしアラカシ， スダジ

イ，ホオノキ，アカマツ，カツラで供試材の大半を占め， 5 ~109五の範囲はヤマモミジ，アカシデ，ケヤ

キであった。

(2) 同一樹種については，樹皮率は直径が小さいほど大になる傾向のあることは知られているが，供試

材のうちこの傾向が明らかな樹種はカラマツ，ホオノキ，カツラ，スダジイ，ヤマモミジで，アラカシ，ア
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供試樹種の伐採時期別第 3 表

日目利 37;l'- õ rJ 31 日伐木後の放置 11 数とÆ:量減少市(%)

12.9 13.98 
11. 5 11. 30 
10.8 9.34 
9.9 8.35 
8.7 6.96 
7.5 4.98 
5.9 3.32 

お
印
防
災

o
o
c
U
F
O
の
4

10.6 
9.5 
7.8 
5. 。

1
2
3
4
5
6
7
 
市
ム
ワ
臼
q
J
U凋
告

611 532 461 4ω 344 288 197 143 109 70 48 31 

12.6 13.47 
10.7 10.05 
9.8 9.72 
8.9 6.87 
7.7 5.30 
6.2 :l.60 
4.6 2.10 

お
訪
日
出
刊
日
幻

自

6
5
4
2

地平生
上均材
直重

高径量
(m) (,m) (kg) 

1 16.3 18.85 
2 14.3 15.40 
3 13.0 12.22 
4 11.9 11.32 
5 11.6' 10.12 
6 11.0 9.53 
7 9.5 8.55 
8 8.8 6.68 
9 7.4 4.50 
10 5.5 3.92 
平均

供
試
樹
種

11. 0 
9.1 
8.2 
7.2 
5.2 

1
2
3
4
5
6
7

吻三

ー
‘
。
人M
q
υ
A
-
F
H
V

ヤ
マ
ザ
ク
ラ

、

、

、

ヤ
マ
モ
ミ
デ

モ

平均

ア
ラ
'
カ
シ

13.4 13.95 
11. 5 10. �2 
10.8 9.05 
9.8 8.35 
8.5 6.10 

ー
ム
ヮ
“
q
u
A
宅
R
U

6
4
4
6
 

お
泊
お
お

ハ
υ
戸
。
。
。
a
a
τ

引
品
川
品
お
お

t
A
n，

t
L
a
官

お
お
お
お

Q
d
内6
0
3
n
b

羽
お
お
お

q
U
9
d
氏
u
a
‘

剖
お
お
M

7
1
8
0
 

m
u況
泊
お

3
1
2
4
 

m
帆
判
明
記
U

4
3
1
0
 

お
お
お
況

3
4
4
0
 

2
U
M却
m

c
o
'
h
d
yム
ハ
り

QdQdATno 

-
-
2
2
 

4
‘

A
ι
T
F
H
d
n
υ
 

3
4
4
8
 

1
1
1
1
 

勺4
4

せ
の
u
n
u

c
U
ハ
汐
Q
d
y
L1
 

0
I
B
o
 

a
-
氏
u
a
u
o
o

12.5 11.20 
10.6 9.00 
8.9 6.92 
6.6 5.00 

ー
ょ
っ
臼
q
d
4

・

8.12 
6.4 C, 
5.90 
4.58 
3.27 
2.28 

11.1 
9.6 
8.8 
7.6 
6.5 
5.4 

l
n
4
3
4
5
6
 

Q
u
-
a
u
n
u
Q
U
T
L

内
ふ
n
b
t
A

M晶
一
泊
お
お
お
幻
お
お

勺
白

-
Q
u
q
O

泊
苛
ワ
u
F
b
F
b
o
o

t
ω一
一
回
おU
U
お
お
お

1
-
2
9
2
3
n
4
1
2
 

M

一
m
お
お
お
お

M
M

z
-
9
7
1
4
4
6
5
 

お
一
幻
お
お
お
お
お
犯

2
-
4
1
7
4
4
1
9
 

お
一
部
m
m
お
お
虫
明
記

m
d
-
Q
u
。
，u
d
宅
ヴ
d
q
d
F
b
q
b

明
記
一
一
ゐ
辺
町
品
お
お
お
お

今
臼

-
Q
d
つ
d
n
U
Q
u
d
官
官
L

只
u

担
一
一U
引
品
川
品
お
お
泊
羽

マ
4
-
n

ヨ

'
A
咽
i
q
L
A
V
ワ
釘
￡
U

刀
一
一
山
崎
却
泊
泊
明
記
却
認

。
。
-
内
d
n
t
z
d
o
0
0
0

ヴ
4
0
0

お
一
一
出
お
お
お
初
お
お

令
d
-
R
d
q
u

。
。
T

ム
ワ
ム
】Q
d
R
u

n
-
日
n
m
m
2
m
a

r
-
-
0
3
6
3
0
3
 

5
-
1
2
2
3
2
8
3
 

1
-
1
1
1
1
1
1
1
 

n
v
-
v
ム

Q
M
内d
p
b
R
d
q
d
A

噌

9
-
7
4
6
7
5
7
6
 

6.2 

3.2 
2.7 
3.4 
4.9 
3.1 
2.4 
3.3 

12,7 10.12 
10.9 9.1:; 
9.5 7.47 
7.7 5.73 
5.8 3.25 
4.4 2.05 

均吋快l

1
2
3
4
5
6
刊

ア
カ
シ
デ

1
2
3
4
5
6
7
8
 

9
-
R
U
Q
J
Q
M
7
S
4
4内
U
9
u

一
t

金

4

噌
R
U
Q
U
P
D
o
u
o
υ
ハ
u
a
u

一
n
u
t
A
7

ヮ
，

お
沼
幻
訂
訂
組
制
活
一
必
必
必
必
持
四
品
目
臼
必
一
泣
准
お
お

5
0
5
4
4
0
7
6
-
4
8
3
2
0
5
0
5
8

一
9
7
2
7

お
抑
濁
お
叫
品
川U却
お
一
犯
必
却
特
必
弘
正
弘
必
一
担
割
白
紙

4
R
O
F
U

《h
υ
円f
4
n
t
E
-
9
4
8
2
5
7
9
7
1

一
1
3
8
i

孔
飢
払
比
況
札
礼
弘
一
弘
札
低
札
門
川
町
品
川
帆
乱
批
一
川
仏
紙
叩

L
b品

。
，-
n
u
p
b
F
b
o
O
R
d
q
d
a
u
-

ヴ
'
O
O
唱
A
O
V
ワ
U
F
U
F
O
R
d
Q
u
-
9
1
uゥ
，
E
i
F
O

お
お
お
沼
お
泊
叩
m
u

一
犯
必
必
却
特
問
山
崎
岨
日
U
一
刻
お
辺
司

0
3
3
2
1
7
2
0
u
d

宅
一

4
a
U
F
O
-
8
5
8
7
8

一
Y
L
9
句
2
T
4

m
お
お
湖
沼
お
お
お
一

6
6
幻
C
M叩
日
刊
日
幻
一
お
泊
目
況

に
d
'
A
Q
u
n
b
司
t
q
u
ヨ
d
Q
U

一
'
A
A
υ
冒
ム

o
o
n
u
o
υ
E
3
n
t
Q
O
T
9
U
F
0
9白
内
υ

引
心
部
制
幻
u
m
H
U

お
一
位
M叩
岬
叩
必
特
別
回
日
刊
引
一
m
m却
況
明
記

ハ
u
q
d

氏
U
C
U
F
O
Q
M
令
d
n
u
-
-
G
d

￡
U
R
U
句
4
0
0
9
U
F
b
n
u
司d

一
円
，d
Q
d
o
υ
0
0

鈎
M品
川
訓
話
お
沼
品
開
お
一4
必
U
U
円
引
羽
田
日
訂
一
お
お
沼
叩
U

F
O
K
U
4
.
。
，u
勺
'
q
“
，
A
4

・

-
o
u
a
，
。
0
9
U
F
O
F
O
I
t
n
'
l
u
一
円
t
o
O
T

ム
Q
d

お
担
叩
判
明
剖
お
お
幻
明
記
一
羽
必
必
羽
山
柏
崎
叩
羽
田
必
一
部
幻
お
お

n
υ
0
3
4
‘

q
d
ワ
臼
Q
o
n
噌

Q
d

一

n
u
a
u
Q
U
Q
O
Q
O
内b
d

はt
p
b
o
v

一
ワ
白
ワ
u
に
ひ
2
A

n
a
m品
札
明
品
川
品
払
初
一
札
仏

n
u札
仏
札
仏
弘
正
則
一
お
お
お
札

5
4
7
5
6
7
7
6

一
6
8
0
2
5
4
0
0
2

一
8
6
1
s
t

u
n
-
n
n
n
お
お
お
一
羽
諸
問
却
お
幻
必
円
引
羽
川
叩
一22
2
m

d

唱
。
L
d
o
q
d
F
b

《b
E
A

守
4
-

ヴ
4
9
u
n
υ
'
A
9
u
ワ
臼
4

を
の
υ
ワ
白
一

G
J
つ
白
F
b
q
u

ロ
M
m
m
日
m
u
m
-
n

お
お
幻
幻
加
担
お
お
一
u
n
u
n

a

斗

F
h
v
A
A
T
n
6
4
・

n
3
q
u
o
υ
-
n
o
a

宅
q
S
F
0
0
0
戸O
F
h
d
n
υ
ρ
h
v
一
3
A
C
U
n
υのM
U

F
L
P弘
に
乱
仏
弘

ι
1
-
4
ι
ι
ι
ι
1
1
L
1

一
ι
ι
1
4

1
1
E
I
l
-
1
1
1
2
2
1

一

ヲ
白
0
0
0
3
P
O
Q
0
0
0
4‘

p
b
-
T
ム

9
u
Q
O
S
守
戸0
9

白
n
b
n
υ
o
u

←
Q
J
V
F
3
Q
ν
Q
d

q
υ
q
υ
q
u
R
υ
R
U
F
O
A
U
F
U
-
o
o
n
t

勾
4
Q
d
Q
d
n
U
9
d
A

噌
n
υ

一
q
δ
泊
宅
つ
d
q
o

I

I

l

l

-

-

。

0
6
5
5
$
0
5

5
7
7
9
E
2
7
2
 

-
-
-
-
l

・
‘

.

.

 

5
1
6
3
a
7
4
2
 

2
2
1
1
 

A
り
つ

M
a
u
n
-
t
n
6
n
o
-
-
q
δ

ワ
旬

•••••••• 9
5
3
2
0
8
7
5
 

1
1
1
1
1
 

13.6 13.58 
9.9 7.87 
8.,7 7.02 
8~8 6.25 
7.7 5.47 
7.6 4.83 
6.3 . 3.07 

市
ム
っ
“
q
d
d
帥A
F
h
d￡
υ
η
J

コ

ナ

15.8 17.65 
13.1 13.73 
12.5 11.70 
11.9 10.83 
11.2 9.97 
10.5 7.60 
9.6 6.70 
8.5 5.80 

12.8 10.82 
12.5 9.79 
11.9 9.04 
11.4 8.40 
11.0 7.70 
10.3 6.75 
9.5 5.90 
8..9 5.32 
8.4 4.60 
7.5 3.8g, 
6.8 3.10 
6.3 2.58 
4.9 1.82 

-
Z
3
4
5
6
7
8
 

1
2
3
4
5
6
7
8
8
m
u
u
n
 

平均

1 12.2 
2 10.3 
3 , 9.7 
4 H'.6 
5 9.0 
6 8.0 
7 7, 1 
8 5.6 
平均

11.4 9~05 
9.9 7.33 
9.5 6.40 
9.1 5.88 

9.8:' 
8.30 
7.70 
6..95 
6.20 
5.40 
4.25 
2.85 

ラ

ス
グ
デ
イ

カ
ラ
マ
ツ

6.1 13.2 21.7 26.3 27.5 29.9 30.8 3仇:4 31.9 32.4 3_'l.6 33.4 4.1 平均



(大平・中村) -143 ー小径丸太の容積重，樹皮率，貯材期間による重量減少と樹皮付着カの変化

昭和38年2月 ?:i 日伐木後の放置日数と重量減少率( %) 
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第 4 表供試樹種の伐採時期別の

第 1 回昭和37年 5 月 31 日

瓦7?と!とl 15 32 53 75 102 

l ヤマザグラ 3.2 (4.5) 4.0 (5.1) 2.8 (3.1) 6.1 (7.8) 6.7 (9.0) 1: 

4 モ 、、 3.8 (4.7) 3.9 (4.5) 3. 1 (3. 1) 3.3 (3.9) 2.9 (2.9) 11 

7 ヤマモミジ 5.0 (5.7) 6.3 (6.3) 6.5 (6.5) 3.9 (3.9) 1.8 (1.8) li 
10 アラカシ 5.7 (5.9) 6.1 (6.3) 8.0 (9.2) 9.9(16.1) 9.0(12.2) 

13 アカシデ 5.6 (6.1) 7.2 (8.2) 7.4 (8.4) 5.4 (7.8) 3.9 (4.5) 

16 コナラ 4.4 (4.9) 5.0 (5.1) 5.2 (7.5) 5.8 (6.7) 5.5 (5.5) 

19 スタ。ジイ 3.9 (4.7) 4.9 (6.3) 6.7 (7.5) 6.4 (6.9) 9.1 (9.8) 

22 カラマツ 1.2 (1.4) 2.3 (2.9) 2.3 (3.1) 2.9 (4.3) 2.8 (3.1) 

25 オニグルミ 3.0 (4.5) 3.3 (3.9) 4.8 (6.3) 4.0 (4.1) 

28 ホオノキ 4.8 (5.1) 6.5 (7.1) 6.1 (6.5) 4.5 (5. 1) 5.0 (6.3) 

31 アカマツ 1. 9 (3.3) 1.4 (1.8) 2.4 (3.1) 5.6 (7.4) 3.0 (4.3) 

34 カツ フ 4.6 (4.9) 4.8 (5.1) 5.3 (5.9) 5.2 (5.9) 5.0 (5.9) 

'.37 ケヤキ 8.5(10.2) 8.5(10.2) 5.8 (8.0) 4.0 (5.1) 3.5 (3.7) 

平均 4.28 4.94 5. 11 5.15 4.90 

第 2 回昭和37年 9 月 15 日

孟アケ町 10 35 98 186 244 300 

2 ヤマザグラ 3.6 (4.3) 3.3 (3.5) 7.1 (8.4) 6.3 (6.9) 9.2 (9.4) 

5 モ 、ー. 5.0 (5.3) 2.5 (2.7) 3.5 (4.5) 2.4 (2.4) 2.4 (2.4) 3.3 (5. 1) 1: 

B ヤマモミジ 5.6 (9.2) 2.9 (3.9) 2.6 (2.6) 3.7 (6.5) 2.8 (3.5) 

11 アラカシ 8.1(10.0) 8.0(10.2) 7.1 (10.2) 6.7 (7.8) 6.5 (6.9) 6.9 (7.8) 11 

14 アカシデ 12.5(13.5) 10.4(10.4) 11.6(14.1) 9.0(10.6) 9.5 (9.8) 8.8 (9.8) li 
17 コナラ 6.5 (7. 1) 5.5 (5.5) 5.8 (6.9) 5.9 (5.9) 8.9(10.0) 7.5 (7.8) 

20 スダJ ジイ 6.0 (6.1) 7.8(11.0) 9.4(10.2) 8.9(10.0) 8.4 (9.0) 8.6(10.8) 

23 カラマツ 2.7 (2.7) 3.0 (3.3) 4.7 (5.5) 3.6 (4.1) 2.9 (3.1) 4.0 (5.9) 1: 

26 オニグ、ルミ 6.3 (7.5) 5.8 (6.3) 7.9 (9.8) 5.9 (7.8) 5.6 (8.8) 5.8 (7.8) 

29 ホオノキ 8.6 (9.2) 7.8 (8.4) 8.4 (9.0) 5.2 (6.7) 9.8(10.0) 10.4(11.6) 

32 アカマツ 2.6 (1.6) 2.7 (2.9) 2.4 (2.4) 3.9 (5.1) 

35 カツ フ 4.0 (5.1) 4.1 (4.5) 5.6 (7.8) 5. 1 (5. 1) 4.7 (4.7) 6.8 (7.6) 11 

38 ケヤキ 13.6(17.2) 11.3(13.5) 10.8(11.8) 9.3(10.6) 11.4(1.57) 11. 2(12.5) 

平均 6.55 5.78 6.68 5.84 6.84 7.45 

カシデ，コナラ，ケヤキは樹皮率が直径によりあまり変化しない。第 5 図は両者の関係の例を示す。

5. 放置時間による供試小径丸太の重量減少

一般に大気条件のもとに放置された材は乾燥し，含有水分がしだいに減少して，遂には気乾状態、の水分

を保有し重量の増減がなくなるに至る。麻生の研究によれば，小径丸太についてはこの間約 2~3 年を要:

するといわれ，乾燥経過について実験式を求め詳細に検討を行ない，森はアカマツ丸太について，三好も

また広葉樹材 4 樹種の製材品について実験を行なっている。

本実験の各樹種の供試材について放置時間に対する材の重量の関係を両対数方眼にプロットした例を示ー

せば第 6 図のようである。



小径丸太の容積重，樹皮率，貯材期間による重量減少と樹皮付着力の変化 (大平・中村) -147 ー

放置日数と樹皮付着力

)内は最大値

132 187 275 330 390 450 520 

3.5 (3.9) 2.8 (2.9) 3.5 (3.5) 3.0 (3.3) 3.4 (5.5) 2.9 (4.3) 

1.8 (1.8) 2.8 (2.9) 1.6 (1.6) 2.4 (2.4) 3.4 (3.7) 3. 1 (3.3) 3.0 (3.3) 

1.2 (1.2) 1.2 (1.2) 1.0 (1.0) 

.8.8(11. 6) 8. 1 (9.8) 8.6(11. 4) 9.3(11. 0) 9.9(13.3) 9.7(10.6) 9.0(13.3) 

4.5 (6.5) 4.5 (4.9) 3.8 (4.9) 

4.9 (8.2) 4.5 (4.5) 6.3 (6.5) 5. 1 (9.0) 5.9 (8.2) 5.6 (6.6) 5.4 (6.3) 

8.0 (9.8) 7.2 (9.0) 8.8 (9.4) 8.5(10.9) 8.4 (9.2) 8.8 (9.2) 7.6(7.6) 

3.1 (3.5) 3.2 (3.9) 2.9 (2.9) 2.7 (3.9) 2.7 (4.1) 3. 1 (3.5) 2.6 (2.6) 

4.8 (6.3) 6.9 (6.9) 5.4 (7.8) 5.4 (7.4) 5.4 (8.4) 

2.0 (2.4) 2.3 (2.6) 1.2 (1.2) 1.6 (1.6) 2.0 (2.4) 2.0 (2.0) 

5.2 (6.1) 4.7 (6.7) 3.9 (6.1) 2.9 (3.5) 6.2 (6.9) 7.5(1.5) 4.5 (4.5) 

4.5 (6.7) 2.4 (2.4) 2.4 (2.4) 4.8(7.5) 5.3 (6.9) 6.2 (7.8) 

4.32 4.04 4.31 4.50 5.52 5.39 4.86 

第 3 回昭和38年 2 月 27 日

4I  43OL?と!?|10
3 ヤマザグラ 4.6 (6.9) 8.6叶 7 (6.9) 7.7 (9.6) 3.7 (4.3) 

6 モ 、、 5.7 (6.9) 6.1 (9.4)1 5.4 (6.5) 6.3 (1.8) 3.7 (3.9) 

9 ヤマモミジ 6.8 (8.0) 日 (9.0)1 6・ 1 (8.2) 8.6 (8.6) 5.5 (5.5) 

12 アラカシ 6.9 (8.2) 10.5(12. 5)jl0. 9(13. 8) 11.2(15.7) 10.6(11. 3) 

15 アカシテ 9.3(12.2) 11.5(11.8) 10.3(11. 8) 11.0(14.1) 12.3(14.9) 

18 コナラ 3.8 (4.3) 7.4 (9.2) 8.1 (9.4) 8.4 (8.6) 8.8(10.6) 

21 スダジイ 5.3 (5.9) 8.3 (8.4) 9.1(13.3) 9.6(1 日.6) 8.6 (8.8) 

24 カラマツ 2.9 (3.9) 3. 0 (3. 3) 2.7 (2.9) 2.2 (2.4) 2.4 (2.7) 

27 オニグルミ 7.0 (9.0) 7.3 (9.4) 

30 ホオノキ 6.5 (7. 1) 4.7 (5.9) 7.3 (8.2) 7.4 (8.8) 9.4 (9.4) 

33 アカマツ 3.8 (3.9) 4.1 (4.7) 3.7 (8.2) 2.4 (2.4) 2.7 (2.7) 

36 カ ツ フ 6.5 (8.4) 9.5(10.6) 7.6 (9.6) 8.9(13.1) 7.1(8.2) 

39 ケヤキ 8.5 (9.8) 12.2(16.1) 11.0(13.3) 11. 5(13. 5) 10.7(12.9) 

平均 5.97 7.78 7.41 7.93 7.13 
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9.2 (9.9)1 8.6 (8.6) 
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10.4(11. 0)1 9.9(11. 8) 

7.0 (8.8)1 7.1 (8.4) 

13.1(14.9)111.5(11.6) 

7.19 I 7.78 

いずれの樹種も，またいずれの伐期の場合も，材重量と放置時間の関係は両者の対数が直線的関係とみ

なしてさしっかえないようであるから，次式で近似させることができる。

wtn = C 

w: 小径丸太の重量 (kg) ， t: 放置日数(日)， n および c は樹種・直径・伐採時期・放置日数などによ

り異なる実験常数。

すなわち，小径丸太の重量は放置日数の n 乗に逆比例して減少するが， n の値は放置全日数を通じて定

値を示すものではなく 5 月 31 日伐採木については最初の約40 日聞は n ニ o. 02~0. 07, 40 日から 100~

:250 日までは n=0.07~0.11 ， 100 日 ~250 日より試験終了日数 (350~680日)までは n=O.01 ~O. 04 の値
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7 100 
が得られた。この時期に伐採

号。

j:JL_ したものは，試験開始後すぐ

80 ~ζ に梅雨期の多湿な期間にはい

70 (%J 
ったため，最初の時期は乾燥

60 
速度が比較的おそく，夏期に

はいり急速に乾燥速度を増大

し，次後 1 年または 1 年半ま

でにふたたび乾燥速度が小と

なり，その重量は一定になる
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第 7 図試験期間の月別平均気温，湿度および蒸発量

傾向が認められた。 9 月 15 日伐採木については試験開始後100~200 日間にわたり n = O. 02 ~ O. 06 を示

し，次後 n =0. 02~0. 06 を示し，この場合の重量減少の経過は 5 月 31 日伐採木のように梅同期にはいら

ないため乾燥速度が比較的おそい時期がなく，材の放置当初から比較的早くその重量が減少する傾向を示

すと考えられる。 2 月 27 日伐採木は試験開始より試験終了時まで約 400 日間にわたり n = O. 04~0. 08 の，

値を示し，乾燥速度が季節によりあまり変化をうけない傾向がみられた。以上の傾向は伐採時期別に平均

的にいえることであるが，さらに樹種について重量減少の経過をみれば，モミなと‘の比重の小さい材は

カシなどのように比重の大きい材に比ぺ， 重量減少の速度が大であるが，供試材の重量が材長 1m で

2 ~12kg，直径については 5~15cm 程度の小径丸太では直径の差による乾燥速度の影響はほとんどみ

られないようである。

落采広葉樹

100 200 300 400 500 

市百 400 500 200 30日

経過白数

第8 図 伐採後の放置日数と平均樹皮付着力の関係

伐採時期，樹種，直径など

により放置時間による重量減

少の経過に差異がみられる

が，小径丸太の重量が減少し

て一定値を示す放置時間は実

用上約 1 年~1 年半と考えら

れる。

この試験期間の伐採時期lllI

の供試小径丸太の滅失した重

量を，最初の生材重量(伐採

後1O~15日)に対する百分率

をもって表示すれば第 3 表の。

ょうである。この結果から，

樹種別に重量減少の経過をみ

るといずれの伐期の樹種とも

一般に針葉樹は広葉樹に比絞

し水分の滅失が速く，生材時

重量に対する重量減少率は針

葉樹種が大きくモミで約51必
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の最大を示したのに対し，ケヤキでは27%

のそれであった。

さらに同じ樹種で伐採時期の異なる供試

材のほぼ一定期間放置後の重量減少の経過

は丸太の直径によって相違はあるが，一般

に 5 月に伐採せるものは 9 月および 2 月に

伐採した材に比ペ，重量減少率は大きく，

気乾状態に達してもこの傾向は同じようで

ある。また 1 本の供試木から玉切りした直

径階の異なる材の重量減少は，大体に各伐

採時期の各樹種とも丸太の径の細u、ものは

'000 

。。。
第9図 付着力試験で取り除かれた樹皮の形状の一例

太いものより重量減少率は大きく，はじめの閑両者の差は大きいが漸次近接する経過を示している。これ

らは生材時丸太の含有水分量の多少，大気条件とその影響力の相違，丸太の表面積，丸太の水分含有部分

の材積割合などが主な因子と考えられる。

なお，本試験期間の東京の月別平均気温，平均湿度，および蒸発量を示すと第 7 図のようである。

6. 放置時間と樹皮付着力

チップ製造工程のうち剥皮作業は能率を高めることと完全剥皮ができることが要望され，しかも経済的

に行なわれることが必要であって，その要因のーっとして樹皮付着力があげられる。樹皮付着力は樹木生

理上形成層の活動状況に関係あることが考えられ，この季節的変動についてはすでに報告した九また小径

丸太の熱湯処理も樹皮付着力を低下させるのに有効であることも実験的に明らかにしたへ これらの結果

から樹液流動の最も旺盛な季節に伐採した材をただちに剥皮することが最も望ましいが，実行上難点があ

り，チップ.用材の貯材は水中貯材が好ましくさらに煮沸，蒸煮処理を施すことが剥皮を容易にする手段と

して有効であることは，すでにチッフ.工場の一部で‘採用している事実でも明らかである叱しかし，多くの

チップ工場は原材料を貯木場に堆積し， 1 年以上にわたり貯材することは決して例外ではなし、ような状態

である。そこで，このように長期間放置貯材した場合に，樹皮付着力はどのように変化するであろうかとい

う疑問に対しては，常識的に考えられるだけで実験結果はほとんど皆無である。第 4 表は伐採季節別に各

樹種の樹皮付着カを放置日数ごとに測定した結果である。さらにこれらの試験結果から落葉広葉樹材，常

緑広葉樹材，針葉樹材ごとの平均樹皮付着力と放置日数の関係を図示すると第 8 図のようである。また樹

皮付着力試験により取り除かれた樹皮の一例は第 9 図に示す。

とれらの試験結果から次の傾向がみられる。

(1) 伐採時期が 5 月 31 日の材の樹皮付着力が最小で 2 月 27 日伐採木がこれに次ぎ 9 月 15 日伐採

木が最大である。

(凶2幻) いず

変わらなしい、傾向を示し， 500 日経過しても樹皮付着力は小さくなることはない。

(3) 針葉樹材の樹皮付着力は放置時聞が 100 日間においてはあまり変化はみられない。常緑広葉樹材は

放置時間約 100 日間にかなり樹皮付着力を増し，その後 500 日間にあまり変わりがない傾向を示し，落葉

広葉樹材は常緑広葉樹材ほど明らかな傾向を示さず，放置時聞による樹皮付着力の影響は少ないといえ
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る。各樹種とも樹皮付着力に対する放置時間の影響，したがって乾燥程度の影響は予期したほど大きいも

のではないようである。

(4) 観察によれば長期間貯材すると木口に近い部分は乾燥度が大きいため，いずれの樹種も樹皮がはが

れ，また樹種によっては虫，菌などの影響によると思われるが局部的に表皮と内皮，形成層間で剥皮しや

すくなっていることなどが認められた。

む す び

この試験はチップ用材として利用される直径 3 ~16cm 程度の小径丸太にっし、て生材含水率，生材容積

重，樹皮率を測定し，材の直径と重量および樹皮率の関係，貯材放置による重量の減少経過および樹皮付

着力の推移について試験を行なった。小径丸太についてはこの種の資料が乏しいので，チップ用材として

利用する場合の基!還資料としてこの報告が役だてば幸いである。

供試木の選定，伐木，運搬などにつし、ては浅川実験林長林 弥栄博士，小林義雄技官，小山芳太郎技官

の諸氏にご協力をいただいた。ここに謝意を表する。
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